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私の考案した電動式ギプス鋸
　　　　　　　　　　　河邨：文一郎
　　　　　　　　（札幌医科大学整形外科学教室）
　　　　　　　　　　　　s
Demonstration　of　an，　Electro－motorial　Plas’ter　Cutter．
　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　Bu．N’lclllRo　KA．wA：tuKA．
Depαrtmen‘〔ゾOrthopedic　S己‘rgery，　Sαpporo　Uni・リe7’s吻〔ゾ1匠θ♂励le．
　　御承知のようにギプス包帯というものは一・11．
硬化して了うときわめて固くなるので，その後
一定期川経ってから，さてこれを取り除ける段に
なると，なかなか骨の折れるものである。しかも
包帯が廣範囲にわたっているような場合一一例え
ば肩の外縛位ギプス包帯とか，骨盤から趾の先ま
で毬きこんであるようなものを，いわゆるギプス
殻として切る場合には，從域ξ用いられてきた種：々
のギプス刀，ないしギプス勇刀を以てしては，そ
の籾除にほとんど数時問を要することも少なくな
い。「1常ノぐ㍉i：のギプス包帯を使用するクリニック
においては，ほとんど毎「i，多大の人力と時醐と
をそれに割かざるを得す，例えば数人の医師，看
護婦，または医療華甲員が，かかりつき）iでこれ
に当らねばならない有様である。
　　この点を機械力を以て改簿したいとJLI、い立ち
咋昭和25年4JL以來試作il．1のものが，　やっと一・
慮完成の域に達し．た。
　　この電動式ギプス鋸の構造は第1図に些正られ
るように，鋸ないし錐，心棒，把手，皮膚似：平板，
粉除けフード等からなり，心俸が附属のモーター
（第2図）に接続するようになっている。心棒の回
傳装趾にはボールベアリングを用いた。なおモー
ターは泉工就製万能・；；」’手術器械のそれを以て代用
することができる。
　　このギプス鉗は直線方向にしか進行しないの
で，カ・一一Lヅを描いて切りたv、場合のために，穿孔
用の錐と皮膚保護板を附属せしめた。つまり，先
ず屈曲点に予想される場所で，予めこの錐で孔を
穿っておいてから，その孔にギプス鋸の皮膚保護
板の尖端を突っこみ，孔と孔とを直線fl勺につなぐ
わけである（第3図）。
　　試作に当ってぽ，．製作所が東京であったため，
1箇所一寸直すところがあっても，器械を札幌か
ら来場の製作所に写り，修繕の上返染を受けるだ
けで実に数カ月もかかる有様で，完成までに意外
の長時lrlを費したのは遺憾であった。近着の米英
誌にStrykerl　Desoutter等の卓越した製1｝l11の発表
が見られるに1至って，いよいよその感がふかい。
今回は一・慮このまま報告してお・いて，將來より完
全なものに近づけてゆきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　（27．3．8受イLj’）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　W｛th　the　object　of　saving　ti：ne　and　labor，　the　author　has　devised　i‘　compact　buzz　saw
plaster　cutter　with　attachments．
　　”1“he　main　parts　are　as　folloy’srs　：
　　Clrcular　saw，　drill，　axle，　hi，　ndle，　steel　plate　skin　protector　and　motor・
　　It　h：・ks　1）een　go　devisotl　that　conplititsr　to　the　Senlcnsh：’g　ITtiiv’ergal　Bone　Operatity．v　AI”ehine
is　possibie．
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苦本稿の要旨は，昭和26年9，月22H，北海道大学医学部第5講堂に於ける第3回外科学会北海道地方会に知いて演説，
　：製品も同ll矛に供晩された。
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7z） 河邨一私の孝案した電動式ギプス鋸 札幌医誌1952
罷謬既．．』．1．直
　　　　　　　　第1図　河邨式電動式ギプス1り1・｝
（図説明：．；右；組立てを終ったギプス鋸，左上；皮膚保ii斐板，一／．1三’ド；穿孔川錐）
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